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地点 試験番号 試験長(m)

SW-A-1 0.36

SW-A-2 0.32

SW-A-3 4.08

SW-B-1 2.87

SW-B-2 6.00

C SW-C-1 6.00

SW-D-1 0.27

SW-D-2 1.31

SW-D-3 1.30

SW-D-4 1.34

23.85

スウェーデン式サウンディング試験　数量

A

B

D

合計(m)
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件  名  ：

測  点  ： 試験年月日：

天  気  ：  試　験　者：

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり
Wsw D L の半回転数

(kＮ) (m) (cm) Nsw qu(kＮ/m２) qa(kＮ/m２)
0.05 0.13 13 0.2 2.25 0.1 粘土（無音）

0.15 0.18 5 0.5 6.75 0.7 粘土（無音）

0.25 0.20 2 0.8 11.25 1.9 粘土（無音）

0.50 0.22 2 1.5 22.50 7.5 粘土（無音）

0.75 0.25 3 2.3 33.75 16.9 粘土（無音）

1.00 0.26 1 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 50 0.28 2 2500 169.5 1920.00 2030.0 礫音（カリカリ）

1.00 50 0.32 4 1250 85.8 982.50 1030.0 礫音（カリカリ）

1.00 50 0.35 3 1667 113.7 1295.00 1363.3 礫音（カリカリ）

1.00 50 0.36 1 5000 337.0 3795.00 4030.0 礫音（カリカリ）

特記事項
・ｽｸﾘｭｰﾎﾟｲﾝﾄが硬い層に達し、貫入量5cm当たりの半回転数が50回以上となったため、貫入深さ0.36mで測定を終了した。

・換算N値における土の分類は、0から0.26mまで粘性土として、「粘土・粘性土」に分類、

　0.26から0.36mまで礫音を確認、「礫・砂・砂質土」に分類した。

【強度換算式】※地盤調査法による　Wsw(N)、Nsw(回/m)
・N値･･･礫・砂・砂質土：N=0.002Wsw＋0.067Nsw、粘土・粘性土：N=0.003Wsw＋0.050Nsw

・一軸圧縮強度(kN/m
2
)･･･qu=0.045Wsw＋0.75Nsw

・許容支持力（kN/m
2
)・･･Wswが1kN以下で貫入した場合：qa=3×10-

5
(Wsw)

2
、回転によって貫入した場合：qa=30＋0.8Nsw

秋田市ﾒｶﾞｿ-ﾗ-事業対象地地盤調査業務委託

SW-A-1
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件  名  ：

測  点  ： 試験年月日：

天  気  ：  試　験　者：

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり
Wsw D L の半回転数

(kＮ) (m) (cm) Nsw qu(kＮ/m２) qa(kＮ/m２)
0.05 0.15 15 0.2 2.25 0.1 粘土（無音）

0.15 0.20 5 0.5 6.75 0.7 粘土（無音）

0.25 0.25 5 0.8 11.25 1.9 粘土（無音）

0.50 0.26 1 1.5 22.50 7.5 粘土（無音）

0.75 0.28 2 2.3 33.75 16.9 粘土（無音）

1.00 50 0.29 1 5000 337.0 3795.00 4030.0 礫音（カリカリ）

1.00 50 0.30 1 5000 337.0 3795.00 4030.0 礫音（カリカリ）

1.00 50 0.31 1 5000 337.0 3795.00 4030.0 礫音（カリカリ）

1.00 50 0.32 1 5000 337.0 3795.00 4030.0 礫音（カリカリ）

特記事項
・ｽｸﾘｭｰﾎﾟｲﾝﾄが硬い層に達し、貫入量5cm当たりの半回転数が50回以上となったため、貫入深さ0.32mで測定を終了した。

・換算N値における土の分類は、0から0.28mまで粘性土として、「粘土・粘性土」に分類、

　0.28から0.32mまで礫音を確認、「礫・砂・砂質土」に分類した。

【強度換算式】※地盤調査法による　Wsw(N)、Nsw(回/m)
・N値･･･礫・砂・砂質土：N=0.002Wsw＋0.067Nsw、粘土・粘性土：N=0.003Wsw＋0.050Nsw

・一軸圧縮強度(kN/m
2
)･･･qu=0.045Wsw＋0.75Nsw

・許容支持力（kN/m
2
)・･･Wswが1kN以下で貫入した場合：qa=3×10-

5
(Wsw)

2
、回転によって貫入した場合：qa=30＋0.8Nsw

記事
Na

平成24年12月11日

下田　崇雪
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件  名  ：

測  点  ： 試験年月日：

天  気  ：  試　験　者：

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり
Wsw D L の半回転数

(kＮ) (m) (cm) Nsw qu(kＮ/m２) qa(kＮ/m２)
0.05 0.17 17 0.2 2.25 0.1 粘土（無音）

0.15 0.20 3 0.5 6.75 0.7 粘土（無音）

0.25 0.25 5 0.8 11.25 1.9 粘土（無音）

0.50 0.32 7 1.0 22.50 7.5 砂音（サラサラ）

0.75 0.34 2 1.5 33.75 16.9 砂音（サラサラ）

1.00 0.43 9 2.0 45.00 30.0 砂音（サラサラ）

1.00 2 0.50 7 29 3.9 66.43 52.9 砂音（サラサラ）

1.00 11 0.75 25 44 4.9 78.00 65.2 砂音（サラサラ）

1.00 23 0.90 15 153 12.3 160.00 152.7 砂音（サラサラ）

1.00 29 1.00 10 290 21.4 262.50 262.0 砂音（サラサラ）

1.00 11 1.07 7 157 12.5 162.86 155.7 砂音（サラサラ）

1.00 2 1.25 18 11 2.7 53.33 38.9 砂音（サラサラ）

1.00 2 1.50 25 8 2.5 51.00 36.4 砂音（サラサラ）

1.00 1 1.75 25 4 2.3 48.00 33.2 砂音（サラサラ）

1.00 1.93 18 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 3 2.00 7 43 5.1 77.14 64.3 粘土（無音）

1.00 2 2.25 25 8 3.4 51.00 36.4 粘土（無音）

1.00 3 2.50 25 12 3.6 54.00 39.6 粘土（無音）

1.00 11 2.75 25 44 5.2 78.00 65.2 粘土（無音）

1.00 23 3.00 25 92 7.6 114.00 103.6 粘土（無音）

1.00 38 3.25 25 152 10.6 159.00 151.6 粘土（無音）

1.00 50 3.43 18 278 16.9 253.33 252.2 粘土（無音）

1.00 16 3.50 7 229 14.4 216.43 212.9 粘土（無音）

1.00 50 3.68 18 278 16.9 253.33 252.2 粘土（無音）

1.00 11 3.75 7 157 10.9 162.86 155.7 粘土（無音）

1.00 50 3.87 12 417 23.8 357.50 363.3 粘土（無音）

1.00 50 4.00 13 385 22.2 333.46 337.7 粘土（無音）

1.00 31 4.03 3 1033 54.7 820.00 856.7 粘土（無音）

1.00 50 4.08 5 1000 53.0 795.00 830.0 粘土（無音）

特記事項
・ｽｸﾘｭｰﾎﾟｲﾝﾄが硬い層に達し、貫入量5cm当たりの半回転数が50回以上となったため、貫入深さ4.08mで測定を終了した。

・換算N値における土の分類は、0から0.25と1.75から4.08mまで粘性土として、「粘土・粘性土」に分類、

　0.25から1.75mまで砂音・礫音を確認、「礫・砂・砂質土」に分類した。

【強度換算式】※地盤調査法による　Wsw(N)、Nsw(回/m)
・N値･･･礫・砂・砂質土：N=0.002Wsw＋0.067Nsw、粘土・粘性土：N=0.003Wsw＋0.050Nsw

・一軸圧縮強度(kN/m
2
)･･･qu=0.045Wsw＋0.75Nsw

・許容支持力（kN/m
2
)・･･Wswが1kN以下で貫入した場合：qa=3×10-

5
(Wsw)

2
、回転によって貫入した場合：qa=30＋0.8Nsw

秋田市ﾒｶﾞｿ-ﾗ-事業対象地地盤調査業務委託
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件  名  ：

測  点  ： 試験年月日：

天  気  ：  試　験　者：

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり
Wsw D L の半回転数

(kＮ) (m) (cm) Nsw qu(kＮ/m２) qa(kＮ/m２)
0.05 0.16 16 0.2 2.25 0.1 粘土（無音）

0.15 0.20 4 0.5 6.75 0.7 粘土（無音）

0.25 0.25 5 0.8 11.25 1.9 粘土（無音）

0.50 0.27 2 1.5 22.50 7.5 粘土（無音）

0.75 0.28 1 2.3 33.75 16.9 粘土（無音）

1.00 0.29 1 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 4 0.50 21 19 3.3 59.29 45.2 砂音（サラサラ）

0.50 0.57 7 1.0 22.50 7.5 砂音（サラサラ）

1.00 0.62 5 2.0 45.00 30.0 砂音（サラサラ）

1.00 17 0.75 13 131 10.8 143.08 134.6 砂音（サラサラ）

1.00 38 0.80 5 760 52.9 615.00 638.0 砂音（サラサラ）

1.00 31 1.00 20 155 12.4 161.25 154.0 砂音（サラサラ）

1.00 4 1.25 25 16 3.1 57.00 42.8 砂音（サラサラ）

1.00 1.45 20 2.0 45.00 30.0 砂音（サラサラ）

1.00 1 1.50 5 20 3.3 60.00 46.0 砂音（サラサラ）

1.00 31 1.75 25 124 10.3 138.00 129.2 砂音（サラサラ）

1.00 5 2.00 25 20 3.3 60.00 46.0 砂音（サラサラ）

1.00 17 2.25 25 68 6.6 96.00 84.4 砂音（サラサラ）

1.00 8 2.50 25 32 4.1 69.00 55.6 砂音（サラサラ）

1.00 11 2.75 25 44 4.9 78.00 65.2 砂音（サラサラ）

1.00 50 2.84 9 556 39.2 461.67 474.4 砂音（サラサラ）

1.00 50 2.87 3 1667 113.7 1295.00 1363.3 砂音（サラサラ）

特記事項
・ｽｸﾘｭｰﾎﾟｲﾝﾄが硬い層に達し、貫入量5cm当たりの半回転数が50回以上となったため、貫入深さ2.87mで測定を終了した。

・換算N値における土の分類は、0から0.29mまで粘性土として、「粘土・粘性土」に分類、

　0.29から2.87mまで砂音・礫音を確認、「礫・砂・砂質土」に分類した。

【強度換算式】※地盤調査法による　Wsw(N)、Nsw(回/m)
・N値･･･礫・砂・砂質土：N=0.002Wsw＋0.067Nsw、粘土・粘性土：N=0.003Wsw＋0.050Nsw

・一軸圧縮強度(kN/m
2
)･･･qu=0.045Wsw＋0.75Nsw

・許容支持力（kN/m
2
)・･･Wswが1kN以下で貫入した場合：qa=3×10-

5
(Wsw)

2
、回転によって貫入した場合：qa=30＋0.8Nsw

平成24年12月11日

下田　崇雪

秋田市ﾒｶﾞｿ-ﾗ-事業対象地地盤調査業務委託
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件  名  ：

測  点  ： 試験年月日：

天  気  ：  試　験　者：

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり
Wsw D L の半回転数

(kＮ) (m) (cm) Nsw qu(kＮ/m２) qa(kＮ/m２)
0.05 0.15 15 0.2 2.25 0.1 粘土（無音）

0.15 0.20 5 0.5 6.75 0.7 粘土（無音）

0.25 0.23 3 0.8 11.25 1.9 粘土（無音）

0.50 0.25 2 1.5 22.50 7.5 粘土（無音）

0.75 0.26 1 2.3 33.75 16.9 粘土（無音）

1.00 0.27 1 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 6 0.50 23 26 4.3 64.57 50.9 粘土（無音）

0.50 2 0.75 25 8 1.9 28.50 36.4 粘土（無音）

1.00 7 0.81 6 117 8.8 132.50 123.3 粘土（無音）

1.00 34 1.00 19 179 14.0 179.21 173.2 砂音（サラサラ）

1.00 8 1.25 25 32 4.1 69.00 55.6 砂音（サラサラ）

1.00 14 1.50 25 56 5.8 87.00 74.8 砂音（サラサラ）

1.00 3 1.75 25 12 2.8 54.00 39.6 砂音（サラサラ）

1.00 2.00 25 2.0 45.00 30.0 砂音（サラサラ）

1.00 6 2.25 25 24 3.6 63.00 49.2 砂音（サラサラ）

1.00 10 2.50 25 40 4.7 75.00 62.0 砂音（サラサラ）

1.00 3 2.75 25 12 2.8 54.00 39.6 砂音（サラサラ）

1.00 4 3.00 25 16 3.1 57.00 42.8 砂音（サラサラ）

1.00 3 3.25 25 12 2.8 54.00 39.6 砂音（サラサラ）

1.00 7 3.50 25 28 3.9 66.00 52.4 砂音（サラサラ）

1.00 5 3.75 25 20 3.3 60.00 46.0 砂音（サラサラ）

1.00 4 4.00 25 16 3.1 57.00 42.8 砂音（サラサラ）

0.75 4.10 10 1.5 33.75 16.9 砂音（サラサラ）

1.00 2 4.25 15 13 2.9 55.00 40.7 砂音（サラサラ）

1.00 6 4.50 25 24 3.6 63.00 49.2 砂音（サラサラ）

1.00 7 4.75 25 28 3.9 66.00 52.4 砂音（サラサラ）

1.00 27 5.00 25 108 9.2 126.00 116.4 砂音（サラサラ）

1.00 21 5.25 25 84 7.6 108.00 97.2 砂音（サラサラ）

1.00 7 5.50 25 28 3.9 66.00 52.4 砂音（サラサラ）

1.00 6 5.75 25 24 3.6 63.00 49.2 砂音（サラサラ）

1.00 21 6.00 25 84 7.6 108.00 97.2 砂音（サラサラ）

特記事項
・今回の調査設計深度6.00ｍに達したので終了した。

・換算N値における土の分類は、0から0.81mまで粘性土として、「粘土・粘性土」に分類、

　0.81から6.00mまで砂音・礫音を確認、「礫・砂・砂質土」に分類した。

【強度換算式】※地盤調査法による　Wsw(N)、Nsw(回/m)
・N値･･･礫・砂・砂質土：N=0.002Wsw＋0.067Nsw、粘土・粘性土：N=0.003Wsw＋0.050Nsw

・一軸圧縮強度(kN/m
2
)･･･qu=0.045Wsw＋0.75Nsw

・許容支持力（kN/m
2
)・･･Wswが1kN以下で貫入した場合：qa=3×10-

5
(Wsw)

2
、回転によって貫入した場合：qa=30＋0.8Nsw

スウェーデン式サウンディング試験

一軸圧縮
強度(換算)

許容支持力
(換算)Ｎ値

(換算)
記事

Na

平成24年12月11日

下田　崇雪

秋田市ﾒｶﾞｿ-ﾗ-事業対象地地盤調査業務委託
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件  名  ：

測  点  ： 試験年月日：

天  気  ：  試　験　者：

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり
Wsw D L の半回転数

(kＮ) (m) (cm) Nsw qu(kＮ/m２) qa(kＮ/m２)
0.05 0.15 15 0.2 2.25 0.1 粘土（無音）

0.50 0.17 2 1.5 22.50 7.5 粘土（無音）

1.00 1 0.25 8 13 3.6 54.38 40.0 粘土（無音）

1.00 6 0.50 25 24 4.2 63.00 49.2 粘土（無音）

1.00 5 0.75 25 20 4.0 60.00 46.0 粘土（無音）

1.00 3 1.00 25 12 3.6 54.00 39.6 粘土（無音）

1.00 3 1.25 25 12 3.6 54.00 39.6 粘土（無音）

1.00 1.50 25 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

0.50 1.71 21 1.5 22.50 7.5 粘土（無音）

0.75 1.80 9 2.3 33.75 16.9 粘土（無音）

1.00 2 2.00 20 10 3.5 52.50 38.0 粘土（無音）

1.00 3 2.25 25 12 3.6 54.00 39.6 粘土（無音）

1.00 2.50 25 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 2.75 25 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 2.87 12 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 2 3.00 13 15 3.8 56.54 42.3 粘土（無音）

1.00 2 3.25 25 8 3.4 51.00 36.4 粘土（無音）

1.00 3.50 25 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 2 3.75 25 8 3.4 51.00 36.4 粘土（無音）

1.00 4.00 25 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

0.75 4.07 7 2.3 33.75 16.9 粘土（無音）

1.00 4.25 18 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 4.50 25 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 4 4.75 25 16 3.1 57.00 42.8 砂音（サラサラ）

1.00 8 5.00 25 32 4.1 69.00 55.6 砂音（サラサラ）

1.00 11 5.18 18 61 6.1 90.83 78.9 砂音（サラサラ）

1.00 47 5.25 7 671 36.6 548.57 567.1 粘土（無音）

1.00 27 5.41 16 169 11.4 171.56 165.0 粘土（無音）

1.00 17 5.50 9 189 14.7 186.67 181.1 砂音（サラサラ）

1.00 31 5.75 25 124 10.3 138.00 129.2 砂音（サラサラ）

1.00 25 6.00 25 100 8.7 120.00 110.0 砂音（サラサラ）

特記事項
・今回の調査設計深度6.00ｍに達したので終了した。

・換算N値における土の分類は、0から4.50mと5.18から5.41mまで粘性土として、「粘土・粘性土」に分類、

　4.50から5.18mと5.41から6.00mまで砂音・礫音を確認、「礫・砂・砂質土」に分類した。

【強度換算式】※地盤調査法による　Wsw(N)、Nsw(回/m)
・N値･･･礫・砂・砂質土：N=0.002Wsw＋0.067Nsw、粘土・粘性土：N=0.003Wsw＋0.050Nsw

・一軸圧縮強度(kN/m
2
)･･･qu=0.045Wsw＋0.75Nsw

・許容支持力（kN/m
2
)・･･Wswが1kN以下で貫入した場合：qa=3×10-

5
(Wsw)

2
、回転によって貫入した場合：qa=30＋0.8Nsw

秋田市ﾒｶﾞｿ-ﾗ-事業対象地地盤調査業務委託

SW-C-1

スウェーデン式サウンディング試験

一軸圧縮
強度(換算)

許容支持力
(換算)Ｎ値

(換算)
記事

Na

平成24年12月11日

下田　崇雪
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件  名  ：

測  点  ： 試験年月日：

天  気  ：  試　験　者：

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり
Wsw D L の半回転数

(kＮ) (m) (cm) Nsw qu(kＮ/m２) qa(kＮ/m２)
0.05 0.12 12 0.2 2.25 0.1 粘土（無音）

0.25 0.14 2 0.8 11.25 1.9 粘土（無音）

0.75 0.15 1 2.3 33.75 16.9 粘土（無音）

1.00 0.16 1 3.0 45.00 30.0 粘土（無音）

1.00 50 0.25 9 556 39.2 461.67 474.4 礫音（カリカリ）

1.00 50 0.27 2 2500 169.5 1920.00 2030.0 礫音（カリカリ）

特記事項
・ｽｸﾘｭｰﾎﾟｲﾝﾄが硬い層に達し、貫入量5cm当たりの半回転数が50回以上となったため、貫入深さ0.27mで測定を終了した。

・換算N値における土の分類は、0から0.16mまで粘性土として、「粘土・粘性土」に分類、

　0.16から0.27まで砂音・礫音を確認、「礫・砂・砂質土」に分類した。

【強度換算式】※地盤調査法による　Wsw(N)、Nsw(回/m)
・N値･･･礫・砂・砂質土：N=0.002Wsw＋0.067Nsw、粘土・粘性土：N=0.003Wsw＋0.050Nsw

・一軸圧縮強度(kN/m
2
)･･･qu=0.045Wsw＋0.75Nsw

・許容支持力（kN/m
2
)・･･Wswが1kN以下で貫入した場合：qa=3×10-

5
(Wsw)

2
、回転によって貫入した場合：qa=30＋0.8Nsw

記事
Na

平成24年12月11日

下田　崇雪

秋田市ﾒｶﾞｿ-ﾗ-事業対象地地盤調査業務委託

SW-D-1

スウェーデン式サウンディング試験
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件  名  ：

測  点  ： 試験年月日：

天  気  ：  試　験　者：

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり
Wsw D L の半回転数

(kＮ) (m) (cm) Nsw qu(kＮ/m２) qa(kＮ/m２)
0.05 0.15 15 0.2 2.25 0.1 粘土（無音）

0.15 0.20 5 0.5 6.75 0.7 粘土（無音）

0.25 0.25 5 0.8 11.25 1.9 粘土（無音）

0.50 0.27 2 1.0 22.50 7.5 砂音（サラサラ）

1.00 32 0.50 23 139 11.3 149.35 141.3 砂音（サラサラ）

1.00 3 0.75 25 12 2.8 54.00 39.6 砂音（サラサラ）

1.00 2 1.00 25 8 2.5 51.00 36.4 砂音（サラサラ）

1.00 1 1.25 25 4 2.3 48.00 33.2 砂音（サラサラ）

1.00 1.30 5 2.0 45.00 30.0 砂音（サラサラ）

1.00 50 1.31 1 5000 337.0 3795.00 4030.0 礫音（カリカリ）

特記事項
・ｽｸﾘｭｰﾎﾟｲﾝﾄが硬い層に達し、貫入量5cm当たりの半回転数が50回以上となったため、貫入深さ1.31mで測定を終了した。

・換算N値における土の分類は、0から0.25mまで粘性土として、「粘土・粘性土」に分類、

　0.25から1.31mまで砂音・礫音を確認、「礫・砂・砂質土」に分類した。

【強度換算式】※地盤調査法による　Wsw(N)、Nsw(回/m)
・N値･･･礫・砂・砂質土：N=0.002Wsw＋0.067Nsw、粘土・粘性土：N=0.003Wsw＋0.050Nsw

・一軸圧縮強度(kN/m
2
)･･･qu=0.045Wsw＋0.75Nsw

・許容支持力（kN/m
2
)・･･Wswが1kN以下で貫入した場合：qa=3×10-

5
(Wsw)

2
、回転によって貫入した場合：qa=30＋0.8Nsw

秋田市ﾒｶﾞｿ-ﾗ-事業対象地地盤調査業務委託

SW-D-2

スウェーデン式サウンディング試験

一軸圧縮
強度(換算)

許容支持力
(換算)Ｎ値

(換算)
記事

Na

平成24年12月11日

下田　崇雪
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件  名  ：

測  点  ： 試験年月日：

天  気  ：  試　験　者：

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり
Wsw D L の半回転数

(kＮ) (m) (cm) Nsw qu(kＮ/m２) qa(kＮ/m２)
0.05 0.15 15 0.2 2.25 0.1 粘土（無音）

0.15 0.17 2 0.5 6.75 0.7 粘土（無音）

0.25 0.20 3 0.8 11.25 1.9 粘土（無音）

0.50 0.25 5 1.0 22.50 7.5 砂音（サラサラ）

1.00 0.26 1 2.0 45.00 30.0 砂音（サラサラ）

1.00 37 0.50 24 154 12.3 160.63 153.3 砂音（サラサラ）

1.00 2 0.75 25 8 2.5 51.00 36.4 砂音（サラサラ）

1.00 1.00 25 2.0 45.00 30.0 砂音（サラサラ）

1.00 2 1.25 25 8 2.5 51.00 36.4 砂音（サラサラ）

1.00 50 1.30 5 1000 69.0 795.00 830.0 礫音（カリカリ）

特記事項
・ｽｸﾘｭｰﾎﾟｲﾝﾄが硬い層に達し、貫入量5cm当たりの半回転数が50回以上となったため、貫入深さ1.30mで測定を終了した。

・換算N値における土の分類は、0から0.20mまで粘性土として、「粘土・粘性土」に分類、

　0.20から1.30mまで砂音・礫音を確認、「礫・砂・砂質土」に分類した。

【強度換算式】※地盤調査法による　Wsw(N)、Nsw(回/m)
・N値･･･礫・砂・砂質土：N=0.002Wsw＋0.067Nsw、粘土・粘性土：N=0.003Wsw＋0.050Nsw

・一軸圧縮強度(kN/m
2
)･･･qu=0.045Wsw＋0.75Nsw

・許容支持力（kN/m
2
)・･･Wswが1kN以下で貫入した場合：qa=3×10-

5
(Wsw)

2
、回転によって貫入した場合：qa=30＋0.8Nsw

平成24年12月11日

下田　崇雪

秋田市ﾒｶﾞｿ-ﾗ-事業対象地地盤調査業務委託

SW-D-3

スウェーデン式サウンディング試験
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件  名  ：

測  点  ： 試験年月日：

天  気  ：  試　験　者：

荷重 半回転数 貫入深さ 貫入量 1m当たり
Wsw D L の半回転数

(kＮ) (m) (cm) Nsw qu(kＮ/m２) qa(kＮ/m２)
0.05 0.15 15 0.2 2.25 0.1 粘土（無音）

0.15 0.20 5 0.5 6.75 0.7 粘土（無音）

0.25 0.23 3 0.8 11.25 1.9 粘土（無音）

1.00 0.24 1 2.0 45.00 30.0 砂音（サラサラ）

1.00 3 0.25 1 300 22.1 270.00 270.0 砂音（サラサラ）

1.00 8 0.50 25 32 4.1 69.00 55.6 砂音（サラサラ）

1.00 3 0.75 25 12 2.8 54.00 39.6 砂音（サラサラ）

1.00 1.00 25 2.0 45.00 30.0 砂音（サラサラ）

1.00 2 1.25 25 8 2.5 51.00 36.4 砂音（サラサラ）

1.00 2 1.33 8 25 3.7 63.75 50.0 砂音（サラサラ）

1.00 50 1.34 1 5000 337.0 3795.00 4030.0 礫音（カリカリ）

特記事項
・ｽｸﾘｭｰﾎﾟｲﾝﾄが硬い層に達し、貫入量5cm当たりの半回転数が50回以上となったため、貫入深さ1.34mで測定を終了した。

・換算N値における土の分類は、0から0.23mまで粘性土として、「粘土・粘性土」に分類、

　0.23から1.34mまで砂音・礫音を確認、「礫・砂・砂質土」に分類した。

【強度換算式】※地盤調査法による　Wsw(N)、Nsw(回/m)
・N値･･･礫・砂・砂質土：N=0.002Wsw＋0.067Nsw、粘土・粘性土：N=0.003Wsw＋0.050Nsw

・一軸圧縮強度(kN/m
2
)･･･qu=0.045Wsw＋0.75Nsw

・許容支持力（kN/m
2
)・･･Wswが1kN以下で貫入した場合：qa=3×10-

5
(Wsw)

2
、回転によって貫入した場合：qa=30＋0.8Nsw

スウェーデン式サウンディング試験

一軸圧縮
強度(換算)

許容支持力
(換算)Ｎ値

(換算)
記事

Na

平成24年12月11日

下田　崇雪

秋田市ﾒｶﾞｿ-ﾗ-事業対象地地盤調査業務委託
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